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集
役
場
窓
口
業
務
延
長
開
始
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◆
4
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト

窓口での諸証明発行は午後7時まで可能になります

４
月
１
日
か
ら

役
場
窓
口
午
後
7
時
ま
で

業
務
延
長
開
始

４
月
１
日
か
ら

役
場
窓
口
午
後
7
時
ま
で

業
務
延
長
開
始
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ど
の
ほ
か
、
業
務
時
間
が
午
後
５

時
ま
で
の
事
業
所
へ
の
問
い
合
わ

せ
、
確
認
業
務
は
取
り
扱
い
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
そ
の
ほ
か
、
受
付
の
み
を

行
い
翌
日
以
降
の
取
り
扱
い
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
の
関
連
施
設
の
業
務

玉
城
病
院
、
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
、

学
校
、
保
育
所
、
ア
ス
ピ
ア
玉
城

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
変
更
な
く

運
営
し
ま
す
。

ま
た
、
町
保
健
福
祉
会
館
内
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
延
長

し
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
も
日
曜
日
の
運
営

を
始
め
ま
す
。（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
詳
細
は
、
は
さ
み
込
み
の

「
社
協
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

議
会
事
務
局
は
今
ま
で
と
変
わ
り

な
く
５
時
15
分
ま
で
の
業
務
と
な

り
ま
す
。

●
取
り
扱
い
で
き
る
業
務

住
民
票
・
所
得
証
明
な
ど
の
諸

証
明
を
は
じ
め
、
各
種
申
請
受
け

付
け
、
相
談
業
務
な
ど
の
ほ
か
、

村
山
龍
平
記
念
館
・
図
書
館
の
開

館
な
ど
も
延
長
し
ま
す
。

●
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

対
外
的
に
調
整
が
取
れ
な
い
も

の
、
た
と
え
ば
、
社
会
保
険
事
務

所
・
法
務
局
・
県
、
他
市
町
村
な

本
紙
３
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
し

た
よ
う
に
、
町
で
は
４
月
か
ら
役

場
の
窓
口
業
務
を
午
後
７
時
ま
で

延
長
し
ま
す
。

こ
れ
は
役
場
で
用
件
を
済
ま
せ

よ
う
と
思
っ
て
も
時
間
内
に
、
仕

事
の
都
合
で
ど
う
し
て
も
行
け
ず
、

休
ん
だ
り
、
遅
刻
や
早
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
と
い
う
住
民
の
方
々

の
ご
要
望
に
お
応
え
し
、
土
･

日
・
祝
祭
日
を
除
く
毎
日
役
場
業

務
時
間
を
通
年
午
後
７
時
ま
で
延

長
し
、
窓
口
対
応
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
実

施
す
る
も
の
で
す
。村山龍平記念館、図書館も午後7時まで利用できます

デイサービス事業は日曜日の運営を始めます

「tamnet」（タムネット）の愛称でご利用いた
だいています、町のインターネットホームページは、
４月１日からアドレスを変更します。
これは、「地域ドメイン」といわれるもので、地
域の名前がそのままアドレスとなり、分かりやすく
なるのが特徴です。
なお、「tamnet」はアドレスの変更をしただけで、
内容の変更はしておりません。

午
後
5
時
以
降
の
業
務
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す

４月１日から
玉城町の
ホームページの
アドレスが
変わります
●ホームページアドレス
http://www.town.tamaki.mie.jp

●メールアドレス役場全般に関すること
info@town.tamaki.mie.jp



城あとに夢を築くまち たまき 1999-4 3

To
w

n
R
e
p
o
rt

ま
ち
の
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題

‥
‥
‥
‥
‥
‥
◆
4
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト

ア
ス
ピ
ア
玉
城
で
は
、「
ふ
れ
あ

い
の
館
」「
ふ
る
さ
と
味
工
房
」

に
続
き
、
昨
年
夏
か
ら
叺
池
周
辺

の
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
工
事
が
完
了
し
、
新
た

な
ス
ポ
ッ
ト
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
整
備
事
業
は
、
施
設
内

叺
池
周
辺
の
整
備
を
行
っ
た
も
の

で
、「
ふ
る
さ
と
味
工
房
」
の
西

側
の
進
入
路
か
ら
入
る
と
池
の
周

辺
を
利
用
し
て
「
東
屋

あ
ず
ま
や

」「
太
鼓

橋
」
が
あ
り
、
池
面
に
浮
か
ぶ

「
デ
ッ
キ
」
か
ら
の
展
望
も
な
か
な

か
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
周
り
の
斜
面
を
い
か
し

��������
��

��������

������������������������
����������

か
ま
す

「
遊
歩
道
」「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

道
」「
ツ
ツ
ジ
園
」、
道
の
脇
に
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
を
植
栽
し
周

遊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
駐
車
場
横
に
建

設
中
の
「
農
産
物
加
工
施
設
」

が
ま
も
な
く
完
成
し
、
こ
の
夏
の

「
こ
ど
も
広
場
」
の
整
備
を
最
後

に
、
４
年
計
画
で
進
め
て
き
ま
し

た
ア
ス
ピ
ア
玉
城
約
10
㌶
の
整
備

が
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
計
画
に
は
、
山
村

振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事

業
等
の
補
助
を
受
け
、
全
体
で
約

７
億
２
１
０
０
万
円
を
か
け
整
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

『
ア
ス
ピ
ア
玉
城
』に
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
仲
間
入
り
！

遊
歩
道
・叺
池
周
辺
整
備

花
の
植
栽
な
ど
完
了

マウンテンバイク道

炭焼き窯 子供広場

デッキ

東　屋

叺池南のデッキ

ツツジ園
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アスピア玉城全景

“花ごよみ”アスピア玉城“花ごよみ”

ふれあい広場

ふるさと味工房

ふれあいの館

農産物加工施設

駐車場

アスピア玉城では、これまでの整備で10㌶の施設内に桜

100本、キリシマツツジ1620本、ドウダンツツジ385本をは

じめ、37種類の植物を植栽しました。

３月のヤマツバキ、ユキヤナギ、４月の桜、５月のツツ

ジ、６月のショウブ、アヤメ、秋から冬はサザンカと、四

季を通じて楽しんでいただけるようにしました。

なお、今年は植栽したばかりで養生期間中のため、本来

の色彩にはならないものがありますが、来春からの花だよ

りが楽しみです。

ツツジ園の頂上広場

ツツジ園散道

味工房横からの施設進入路

東屋と太鼓橋
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2
月
27
日

県
下
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
地
域
振
興
券
を
交
付
　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
ね
ら
っ

た
、「
地
域
振
興
券
」
の
事
前
交

付
が
２
月
27
日
か
ら
、
県
下
の
ト

ッ
プ
を
き
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
３
月
１
日
か
ら
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
に
先

駆
け
２
月
27
日
（
土
）
・
28
日

（
日
）
の
両
日
、
会
場
を
役
場
庁

舎
と
町
保
健
福
祉
会
館
に
分
け
交

付
。
65
歳
以
上
の
交
付
対
象
と
な

る
１
１
９
１
人
と
、
15
歳
以
下
の

２
６
５
９
人
の
半
数
が
こ
の
両
日

で
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

初
日
と
な
っ
た
27
日
は
、
午
前

10
時
の
受
付
時
間
を
前
に
た
く
さ

ん
の
方
々
が
訪
れ
、
予
定
を
１
時

間
繰
り
上
げ
る
な
ど
、
住
民
の
振

興
券
に
対
す
る
関
心
は
非
常
に
高

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
交
付
さ
れ
た
方
に
使
い

道
を
尋
ね
る
と
、「
入
学
の
た
め
机

を
買
い
ま
す
」「
食
料
費
に
充
て

ま
す
」「
本
当
に
振
興
券
で
経
済

が
回
復
す
る
の
か
？
」
な
ど
、
内

容
は
様
々
で
し
た
。

な
お
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
期

間
は
８
月
31
日
ま
で
で
、
引
き
続

き
交
付
手
続
き
を
町
福
祉
課
TEL

（
５
８
）
８
２
０
３
、
取
扱
店
の

登
録
を
町
商
工
振
興
課
TEL
（
５

８
）
８
２
０
９
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ス
ピ
ア
玉
城
の
「
ふ
る
さ
と

味
工
房
」
で
２
月
28
日
（
日
）、
料

理
教
室
が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
中

国
風
ぎ
ょ
う
ざ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

味
工
房
で
は
、
農
畜
産
物
の
販

売
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
パ
ン
作
り
の
体

験
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昨

年
か
ら
月
に
一
度
、
施
設
内
の
農

畜
産
物
を
使
用
し
て
料
理
教
室
を

開
催
。
毎
回
40
名
ほ
ど
が
参
加
し

人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
中
国
北
京
市
出
身

で
、
津
市
在
住
の
朱
明
さ
ん
を
講

師
に
、
３
人
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

家
族
連
れ
な
ど
40
名
が
７
つ
の
テ

ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
小
麦
粉
を
練

り
生
地
、
具
、
形
づ
く
り
ま
で
を

教
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
そ

う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
水
ぎ
ょ
う
ざ
と
し
て

お
い
し
そ
う
に
口
に
運
ん
で
い
ま

し
た
。

朱
さ
ん
の
話
で
は
、
中
国
風
の

も
て
な
し
は
、
水
ぎ
ょ
う
ざ
で
食

す
る
の
が
礼
儀
で
、
日
本
の
よ
う

に
焼
く
の
は
、
残
り
物
を
家
族
で

食
べ
る
と
き
だ
け
だ
と
か
。
ま
た
、

具
の
中
に
白
菜
の
代
わ
り
に
大
根

を
入
れ
る
の
に
も
驚
き
ま
し
た
。

今
後
も
同
施
設
で
は
、
料
理
教

室
を
月
１
回
程
度
開
催
し
て
い
き

ま
す
。

料
理
教
室
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
同
施
設
TEL
（
５
８
）
８
６

８
６
へ

楽しそうに具を作る家族連れと朱明さん（右）

2月27日、振興券交付風景を取材に新聞記者が殺到した
（役場ロビーで）

本
場
中
国
風
の
ぎ
ょ
う
ざ
作
り
に
挑
戦

子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
！

To
w

n
R
e
p
o
rt

ま
ち
の
話
題

‥
‥
‥
‥
‥
‥
◆
4
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト

３月１日以降登録のあった取扱い店
玉城動物病院
ニューウェーブ
CUT HOUSE Sawa
キャッシュボックス

（株）ホンダ四輪販売スーパー
（3月18日現在）
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日
本
消
防
協
会
主
催
の
日
本
消

防
大
会
が
２
月
９
日
、
東
京
虎
の

門
の
日
本
消
防
会
館
で
開
か
れ
、

町
消
防
団
の
操
法
大
会

で
の
優
秀
な
成
績
が
認
め

ら
れ
表
彰
旗
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

大
会
で
は
、
こ
の
ほ
か

中
西
勇
次
第
３
分
団
長

（
山
神
）
の
長
年
の
功
績

を
た
た
え
功
績
章
も
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
17
日
に

は
熊
野
市
で
三
重
県
消

防
大
会
が
開
か
れ
、
舌
古
征
人
副

団
長
（
板
屋
町
）
に
精
勤
章
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

平
成
５
年
か
ら
阿

児
町
と
と
も
に
、
友

好
親
善
を
続
け
て
い

る
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル

カ
ッ
シ
ョ
ン
湾
広
域

行
政
区
か
ら
３
月
４

日
、
ラ
タ
イ
ヤ
ー

ド
・
ア
ル
カ
ッ
シ
ョ

ン
市
長
、
部
長
が
来

町
さ
れ
、
町
内
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
来
町
は
、

ル
・
テ
ッ
シ
ュ
を
含

む
ア
ル
カ
ッ
シ
ョ
ン

湾
行
政
区
の
中
心
と
な
る
同
市
長

の
初
来
日
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
前

の
２
日
、
阿
児
町
の
視
察
と
あ
わ

せ
当
町
に
も
親
善
訪
問
さ
れ
た
も

の
で
す
。

こ
の
間
、
役
場
庁
舎
、
ア
ス
ピ

ア
玉
城
、
町
保
健
福
祉
会
館
、
美

和
ロ
ッ
ク
を
視
察
。
広
泰
寺
で
は

煎
茶

せ
ん
ち
ゃ

の
も
て
な
し
を
受
け
ら
れ
、

感
慨
深
げ
に
日
本
の
伝
統
文
化
に

ふ
れ
て
み
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
視
察
は
、
町
国

際
交
流
協
会
の
設
立
以
来
２
回
目

の
親
善
行
事
と
も
な
り
ま
し
た
。

仏
　
ア
ル
カ
ッ
シ
ョ
ン
市
長
ら
来
町

煎
茶
の
お
手
前
に
感
激

日
本
消
防
大
会
で

町
消
防
団
が
表
彰
旗
を
受
章

◆ C O L U M N ◆

玉
城

春
秋
Mayor's Column

一雨ごとに春の兆しが感じられる今日この頃にな
りました。
いよいよ平成11年度の幕開けであります。
＜自然の大切さと環境整備＞
４月４日は桜まつりが恒例により実施されます。
大自然の営みは尊厳であります。世紀末、変革の時
代にも美しい花は私たちを和ませてくれます。その
恵みを思うとき、日常生活の中で自然環境を大切に、
また生活環境整備のため意をもちうる大事さを痛感
するところであります。
下水道事業の推進をはじめ、リサイクル法の精神
を順守し生活ゴミ対策にも取り組みたいと存じます。
＜平成11年予算の方針と取り組み＞
平成11年度予算でありますが、原地区でのアスピ
ア玉城建設事業が一段落したこともあって、大きな
箱物建設計画がありません。そこで、11年度は生活
に密着したソフト事業が中心になります。日常安心
して暮らせる町づくり、特に介護保険実施目前にそ
の準備、あるいは子育て支援事業にもテストケース
としての取り組みをいたします。
さらに、行政改革は全国的な課題、地方分権をひ
かえ、玉城町では役場業務の改革を住民サービスの
一端として、午後７時まで業務といたします。また、
対話の時代、窓口対話にも意を尽くしたいと思いま
す。相談ごとがありましたら気軽にお越しください。
もう一つは、農業問題であります。
玉城町でも専業農家は年毎に少なくなっております。
大規模中核農家としての認定農家は37戸、給与生活
のご家庭が９割以上でありますが、広々とした農地
健在の農業町であります。
今国会で新しい農業基本法「食糧と農業農村基
本法」が成立目前であります。国内食糧自給率の向
上が大使命となっております現在、自給率は穀物換
算で30％を下回る現状であり、将来展望をするとき
寂しい限りであります。
わが町でも本気で新しい農業振興策に取り組みた
いと存じます。町の“農業塾”のようなみんなで平
易に話し合える民間発想を大切にする場所をつくり
たいと存じます。何があっても安心できる食糧農産
物が生産自給できる町、農業が自立できることによ
る自然環境保全の樹立した町が望まれるところであ
ります。本年度予算にその出発点となる小額を配意
させていただきました。みんなで大いに考えたいと存
じます。
来月号では新年度予算についてご報告申し上げる
ことにいたします。
ご健勝祈ります。

３月15日　公室にて記

玉城町長 表彰旗を手にする町消防団　西岡武生団長

挨拶をするラタイヤード市長
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くらしの情報
●
投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

●
投
票
所

第
１
投
票
区
（
外
城
田
）

外
城
田
小
学
校
体
育
館

第
２
投
票
区
（
田
丸
）

田
丸
小
学
校
体
育
館

第
３
投
票
区
（
有
田
）

有
田
小
学
校
体
育
館

第
４
投
票
区
（
下
外
城
田
）

下
外
城
田
小
学
校
体
育
館

投
票
に
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
送

さ
れ
た
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
不
在
者
投
票

三
重
県
知
事
選
挙
　

３
月
25
日
（
木
）
〜
４
月
10
日
（
土
）

三
重
県
議
会
議
員
選
挙
　

４
月
２
日
（
金
）
〜
４
月
10
日
（
土
）

▼
不
在
者
投
票
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
投
票
所

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
）

問
い
合
わ
せ
先

玉
城
町
選
挙
管
理
委
員
会

TEL
（
５
８
）
８
２
０
０

4
月
11
日
（
日
）
は
三
重
県
知
事

三
重
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

こ
こ
ろ
の
教
育
を
充
実

家
庭
教
育
手
帳
、
家
庭
教
育
ノ
ー
ト
を
配
布

い
０
歳
児
、
２
歳
児
、
４
歳
児
、
５
歳
児
を

も
つ
保
護
者
の
方
に
は
次
年
度
以
降
、
順
次

配
布
し
ま
す
。）

▼
配
布
時
期
　
平
成
11
年
４
月
以
降

▼
活
用
方
法
　
町
教
育
委
員
会
の
主
催
す
る

家
庭
学
級
や
保
育
所
で
行
う
母
親
学
習
会
な

ど
で
記
録
用
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
家
庭
教
育
ノ
ー
ト
】

▼
対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生
･
中
学
生
を

子
供
に
も
つ
親

▼
内
容
　
「
家
庭
教
育
手
帳
」
に
同
じ
で
す
。

▼
配
布
方
法
　
各
学
校
か
ら
児
童
、
生
徒
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

▼
配
布
時
期
　
平
成
11
年
４
月
以
降

▼
活
用
方
法
　
町
教
育
委
員
会
の
主
催
す
る

家
庭
学
級
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
な
ど
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
家
庭
教
育
ビ
デ
オ
】

▼
内
容
　
家
庭
教
育
を
め
ぐ
る
重
要
な
課
題

の
「
父
親
の
参
加
」、「
し
つ
け
」、「
子
ど
も

を
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た
り
育
て
る
」
の
３
つ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
界
の
著
名
人

（
ス
キ
ー
の
原
田
雅
彦
さ
ん
、
元
大
関
の

K
O
N
IS
IK
I

さ
ん
な
ど
）
が
参
加
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
15
分
程
度
で
解
説
し
ま
す
。

▼
活
用
方
法
　
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
学
習
会
、
企
業
内
の
家
庭
教
育
に
関
す
る

学
習
会
な
ど
に
貸
出
し
い
た
し
ま
す
。

▼
貸
出
申
込
先
　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

▼
貸
出
し
開
始
　
平
成
11
年
４
月
以
降

こ
の
事
業
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
町

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
TEL
（
５
８
）
６
３

３
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
さ
い
。

平
成
10
年
６
月
30
日
の
中
央
教
育
審
議
会

答
申
「
幼
児
期
か
ら
の
こ
こ
ろ
の
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
」を
ふ
ま
え
、
文
部
省
か
ら「
家
庭

教
育
手
帳
」「
家
庭
教
育
ノ
ー
ト
」「
家
庭
教
育

ビ
デ
オ
」が
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
こ
ろ
の
教
育
の
充
実
の
た
め
に

は
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
学
校
が
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

父
親
、
母
親
が
家
庭
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
ぞ

れ
自
信
を
も
っ
て
子
育
て
に
取
り
組
ん
で
い
く

契
機
と
な
る
よ
う
厚
生
省
と
連
携
し
て
行
わ

れ
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
か
ら
中
学
生
の
子
を
も

つ
保
護
者
を
対
象
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
家
庭
教
育
手
帳
】

▼
対
象
　
町
内
在
住
の
乳
幼
児
の
親
ま
た
は

保
護
者

▼
内
容
　
乳
幼
児
期
の
子
供
の
家
庭
教
育
・
し

つ
け
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
実
行
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
を
記
載
し
た
「
解
説
編
」、
親

等
が
子
供
の
成
長
の
経
過
を
記
入
し
て
頂
く

「
記
録
編
」、
家
庭
教
育
に
役
立
つ
情
報
、
相
談

の
窓
口
、
青
少
年
団
体
の
連
絡
先
等
を
紹
介
し

た
「
情
報
編
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、「
情
報
編
」
は
、
町
教
育
委
員
会
が
別
途

作
成
し
ま
す
の
で
、
手
帳
を
受
け
取
ら
れ
ま
し

た
ら
各
自
手
帳
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
お
入
れ
下
さ
い
。

▼
配
布
方
法
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
、

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査
、
３
歳
児
健
康
診

査
実
施
日
に
町
福
祉
課
（
町
保
健
福
祉
会
館
）

で
行
い
ま
す
。（
今
回
の
配
布
対
象
と
な
ら
な

東京玉城会総会に中瀬町長、
浅野議長も出席し郷土出身者と懇親図る
東京近郊にお住まいの郷土出身者でつくる「東京玉城会」（西村正次会
長：大田区在住）の平成11年度総会が３月７日、東京ガス四谷クラブで開
催され、来賓として出席した中瀬町長、浅野議長らと懇親を図りました。
今年の総会には27名が出席、町長から町の近況報告の後、自己紹介や桜
まつりへの参加などが話題となり、また懇親会では懐かしい思い出話にはな
がさきました。
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「
玉
城
町
婦
人
会
」
新
た
な
出
発

会
員
募
集

【
そ
の
他
】

つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
糞
の
始
末
が
で
き
る
よ
う
袋
な
ど
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
町
住
民
課
TEL
（
５
８
）
８
２

０
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

玉
城
町
婦
人
連
絡
協
議
会
で
は
、
各
地
区

の
婦
人
会
を
１
本
化
し
、
４
月
１
日
か
ら
「
玉

城
町
婦
人
会
」
と
し
て
始
動
し
ま
す
。

”婦
人
会
“
の
名
称
は
、
若
い
方
に
は
古
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
男
女
共
同

参
画
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、
女
性
が
世
の
中
に

認
め
ら
れ
る
大
切
な
会
だ
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
よ
う
に
社
会
構
造
が
複
雑
化
す
る
な

か
で
、
昔
な
が
ら
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
見
つ
め
な
お
し
、
こ
れ
か
ら
来
る

老
後
の
生
活
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で

き
一
層
安
ら
げ
る
家
庭
づ
く
り
、
町
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
上
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

女
性
は
仕
事
や
家
庭
に
多
忙
で
、”役
員
に
な

る
の
が
大
変
“
と
の
声
に
組
織
を
見
直
し
、
負

担
を
小
さ
く
す
る
計
画
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
近
所
の
方
と
友
達
づ

く
り
を
か
ね
て
入
会
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
入
会
資
格
　
町
内
の
20
歳
以
上
の
女
性

（
で
き
れ
ば
３
人
以
上
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
）

▼
会
費
　
年
会
費
と
し
て
一
人
あ
た
り
、
１
０

０
円
（
予
定
）

▼
連
絡
先
　

【
田
丸
地
区
】

山
下
八
重
子
　
TEL
（
５
８
）
２
４
１
１

【
外
城
田
地
区
】

小
林
　
安
子
　
TEL
（
５
８
）
３
７
３
２

【
下
外
城
田
地
区
】

河
合
　
妙
子
　
TEL
（
５
８
）
２
８
０
７

【
有
田
地
区
】

大
西
多
喜
子
　
TEL
（
５
８
）
２
１
６
５

福
祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、（
社
）

三
重
県
各
種
学
校
総
連
合
南
勢
地
区
校
様
よ

り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
収
益
金
２
万
円
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

南
勢
地
区
校
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

安
芸
編
物
技
芸
学
院
・
玉
城
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
学
院
・
鳥
羽
編
物
手
芸
学
院
・
三
重
服
装
学
院

畜
犬
登
録
・

狂
犬
病
予
防
接
種
注
射
実
施

於：田丸城天守跡
4/3（土） 前夜祭（雨天中止）

6：00 p.m.～9：00 p.m. カラオケ大会
（参加自由・テープ持参）

4/4（日） 桜まつり
10：00 a.m.～11：00 a.m. 子供みこし
11：00 a.m.～12：00 p.m. 園児の武者行列
2：00 p.m.～ 3：00 p.m. 玉丸城太鼓
3：00 p.m.～　　　　　 もちまき

雨天の場合は、プログラムを変更し出店コーナーのみとなります。

毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
畜
犬
登
録
・

狂
犬
病
予
防
接
種
注
射
を
次
の
よ
う
に
実
施

し
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
７
年
度
の
法
改
正
に
よ
り

「
登
録
」
に
つ
い
て
は
生
涯
１
回
の
登
録
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
以
降
の
登
録
済
み
の
畜

犬
に
つ
い
て
は
、
狂
犬
病
注
射
の
み
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
畜
犬
に
つ

い
て
は
「
個
人
通
知
書
」
を
３
月
末
ま
で
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
当

日
会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
新
た
に
登
録
な

ど
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
会
場
受
付
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

●
４
月
19
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

伊
勢
農
協
下
外
城
田
支
店

午
後
１
時
〜
２
時

伊
勢
農
協
外
城
田
支
店

●
４
月
20
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

伊
勢
農
協
有
田
支
店
前

午
後
１
時
〜
３
時

村
山
龍
平
記
念
館
横

【
料
金
】

登
録
・
狂
犬
病
注
射
の
場
合

６
２
０
０
円

狂
犬
病
注
射
の
み

３
２
０
０
円

【交通安全標語】

抱っこより
チャイルドシートが
母の愛　　

善
意
の
窓

桜まつり
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平
成
元
年
か
ら
「
み
ど
り
の
日
」
が
国
民
の

休
日
と
な
り
、
緑
豊
か
な
う
る
お
い
の
あ
る
町

づ
く
り
の
た
め
、
春
の
都
市
緑
化
推
進
運
動
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
三
重
県
で
は
こ
の
祝
日
を
前
に
、
次

の
よ
う
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。
ご
家

族
ご
友
人
と
お
揃
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
４
月
25
日
（
日
）
午
前
11
時
か
ら

午
後
２
時
30
分
（
雨
天
の
場
合
は
29
日
）

▼
場
所
　
県
営
大
仏
山
公
園

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
　
記
念
植
樹
・
花
の
苗

無
料
配
布
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
・
緑
の
相
談
所
・
花
木
、
農
産
物
等
の
即

売（
開
催
当
日
は
、
時
間
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

等
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
　
県
南
勢
志
摩
県
民
局

伊
勢
建
設
部
企
画
調
査
担
当
TEL
（
２
７
）
５

２
２
３
、
ま
た
は
町
都
市
計
画
課
TEL
（
５
８
）

８
２
０
６
へ

弓
道
を
始
め
よ
う
と
す
る
方
に
、
基
本
を
正

し
く
習
得
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
今
年
も
伊
勢

弓
道
協
会
の
主
催
で
、
次
の
よ
う
に
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
お
よ
び
練
習
時
間

４
月
15
日
（
木
）
か
ら
11
月
25
日
（
木
）

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
よ
り
８
時
30
分
ま
で

▼
会
場
　
神
宮
弓
道
場

▼
受
講
料
　
６
５
０
０
円
（
教
本
、
矢
２
本
、

保
険
料
含
む
）

▼
申
し
込
み
方
法
等
　
官
製
は
が
き
に
「
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
現
住
所
、
電
話
、
職
業
、
経

験
の
有
無
」
を
記
入
の
上
、
４
月
10
日
ま
で
に

〒
516-

0003

伊
勢
市
下
野
町
62-

3

伊
勢
市
弓

道
協
会
　
浦
野
雄
二
さ
ん
宛
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
浦
野
さ
ん
1
（
３
６
）２
９
８
１
へ

平
成
11
年
度
の
町
税
の
納
期
を
一
覧
表
に

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

春
の
都
市
緑
化
推
進
運
動
開
催

今
年
も
弓
道
教
室
開
催

平
成
11
年
度
町
税
納
付
期
限
の

お
知
ら
せ

くらしの情報
［広域版1］

4

税
務
だ
よ
り

EVENT GUIDE
「玉城おはなしキャラバン」4月の予定
玉城おはなしキャラバン、4月の予定は次のとおりです。
時間はいずれも午後4時30分から5時。
【4月 8日】外城田地区・原公民館　
【4月15日】下外城田地区・曽根集荷所
【4月22日】有田地区・上玉川公民館
詳しくは、飯田啓子さんTEL58-4600へお尋ねください。

契
約
書
や
領
収
書
と
印
紙
税

私
た
ち
は
、
日
常
の
生
活
や
毎
日
の
仕
事
の

中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し
た
り
、
受

け
取
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
文
書
の
中
に
は
、
領
収
書
、
金

銭
消
費
貸
借
契
約
書
、
不
動
産
売
買
契
約
書
、

請
負
契
約
書
な
ど
、「
印
紙
税
」
が
か
か
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

●
印
紙
税
は
ど
の
よ
う
に
し
て
納
め
る
の
か

印
紙
税
は
通
常
、
文
書
を
作
成
し
た
人
が

そ
の
文
書
の
印
紙
税
額
に
相
当
す
る
金
額
の
収

入
印
紙
を
貼
り
、
文
書
と
収
入
印
紙
の
両
方

に
か
か
る
よ
う
に
消
印
す
る
方
法
で
納
め
ま
す
。

●
印
紙
税
を
納
め
な
か
っ
た
と
き

収
入
印
紙
を
貼
り
忘
れ
た
り
、
印
紙
税
が
不

足
し
て
い
る
と
、
不
足
し
て
い
る
印
紙
税
額
の

３
倍
に
相
当
す
る
額
の
過
怠
税
が
か
か
り
ま

す
。

納付月 町県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税 納期限
4月 ※　1期 4月30日（金）
5月 ※　1期 5月31日（月）
6月 ※　1期 ※　1期 6月30日（水）
7月 2期 ※　2期 8月2日（月）
8月 2期 ※　3期 8月31日（火）
9月 3期 ※　4期 9月30日（木）
10月 3期 ※　5期 11月1日（月）
11月 ※　6期 11月30日（火）
12月 4期 ※　7期 12月27日（月）
1月 4期 ※　8期 1月31日（月）
2月 ※　9期 2月29日（火）
3月 ※ 10期 3月31日（金）

①　※は納付書の発送月です。
②　納付書は※の発送月に、1年分まとめて送付させていただきます。

（国保税については毎期）
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●
収
入
印
紙
を
誤
っ
て
貼
っ
た
と
き

印
紙
税
額
以
上
に
収
入
印
紙
を
貼
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
印
紙
税
の
か
か
ら
な
い
文
書
に
収

入
印
紙
を
貼
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
そ
の
文

書
を
税
務
署
に
提
示
し
て
、
還
付
請
求
の
手

続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
間
違
い
や
す
い
例

納
付
書
や
請
求
書
に
「
代
済
」「
相
済
」

「
了
」
な
ど
と
、
お
金
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を

記
入
す
る
と
受
取
書
と
し
て
印
紙
税
が
か
か
り

ま
す
。

ま
た
、
レ
シ
ー
ト
で
も
領
収
金
額
が
３
万
円

以
上
の
も
の
は
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す
。

印
紙
税
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
伊
勢
税
務

署
TEL
（
２
８
）
３
１
９
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

な
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、
事
業
主
や
市
町
村

長
、
医
師
、
そ
の
他
第
三
者
に
事
実
確
認
の

証
明
を
求
め
る
印
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
現
況
届
は
、
ご
本
人
以
外
の
方
が
記

入
さ
れ
る
と
き
は
「
代
理
人
署
名
欄
」
に
氏
名

お
よ
び
住
所
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
額
が
本
年
４
月
分
か
ら
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す

年
金
額
が
本
年
４
月
分
か
ら
引
き
上
げ
ら

れ
、
６
月
支
払
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
老
齢
福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
、
８
月

支
払
分
か
ら
に
な
り
ま
す
。（
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
変
わ
り
ま
せ
ん
。
４
月
か
ら
も
月
額

１
万
３
３
０
０
円
で
す
。）

年
金
請
求
・
各
種
届

出
は
『
押
印
』
が
不

要
と
な
り
ま
し
た

年
金
の
請
求
や
年
金

に
関
す
る
各
種
届
け
出

に
つ
い
て
は
、
本
人
が
自

ら
署
名
し
た
場
合
に
は
押

印
は
不
要
と
し
、
本
人

の
自
署
以
外
の
場
合
に

お
い
て
押
印
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
年
金
の
手
続

き
に
か
か
る
各
種
届
け
出

の
押
印
に
は
、
法
律
等

で
押
印
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
も
の
や
、
適
正

◆ C O L U M N ◆

ふるさとの
外城田地区―原　その①―

れきし115

昭和52年（1977）11月３日、原老人会は

『原百年の歩』を出版された。

発行のことばに「後世に残る事業として編集

した」とあるように、原に生まれ育った方々が

忘れられようとする古老からの語り継ぎや、自

らの生活体験から古来の原の様子を書きとめた

貴重な文献で、第１篇「村の沿革と大字事業」、

第２篇「民俗」、第３篇「資料」を添えている。

国束山麓に立地し、度会・多気の郡界にある

原には、原始古代以来の遺跡が多く、国束山頂

から石核（こあ）、中腹から磨製握斧が採取され

ている。

県文化財台帳には山麓の字沢馬瀬（たくませ）

と字白鳥の西部畑地は縄文時代の遺跡、字久保

垣内と字風呂山の畑地は弥生時代の遺跡、北部

の字森東と白鳥東の畑は古墳時代の遺跡になっ

ている。

特筆すべきことは『遺跡台帳』にアタゴ山９

基・須山２基の古窯跡11基消滅とみえること

で、大正３年（1928）の記録、『原百年の歩』

にも同様に「窯跡がたくさん残っている」と書

かれ、たくさんの窯跡があったことがうかがえる。

◎金子延夫著　　玉城町史第三巻より抜書

原字白鳥方面を望む

平成10年度 平成11年度

老齢基礎年金 799,500円 → 804,200円

障害基礎年金
1級 999,400円 → 1,005,300円

2級 799,500円 → 804,200円

（妻と子供1人） 1,029,500円 → 1,035,600円

遺族基礎年金 230,000円 → 231,400円

76,700円 → 77,100円

10年年金 485,700円 → 488,500円

旧法国民年金 5年年金 413,400円 → 415,800円

1,029,500円 → 1,035,600円

老齢福祉年金
全部支給 409,600円 → 412,000円

一部支給 316,500円 → 317,300円　

子の加算額（2人目まで）

子の加算額（3人目以降）

母子年金（妻と子供1人）

年
金
だ
よ
り
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カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
出
さ

れ
る
と
き
は
必
ず
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い

…
…
…
…
…
伊
勢
広
域
清
掃
組
合

くらしの情報
［広域版2］
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ルールを守り 安全運転につとめてください

お問い合わせは、伊勢警察署へTEL（25）3161へ

伊
勢
広
域
清
掃
組
合
で
は
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
可
燃
性
ガ
ス
に
引
火

し
施
設
内
で
燃
え
出
し
た
り
、
爆
発
し
た
り
す

る
事
故
が
相
変
わ
ら
ず
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
故
が
い
っ
た
ん
起
き
る
と
、

数
千
万
の
修
繕
費
と
数
週
間
の
運
転
停
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

み
な
さ
ん
の
ち
ょ
っ

と
し
た
心
遣
い
で
簡
単

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
は
、
必
ず
中
身

を
空
に
し
た
後
で
、
穴

を
開
け
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
テ
レ
ビ
・
自
転
車
な
ど

ご
み
集
積
場
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

か
な
ら
ず
、
清
掃
工
場
へ
直
接
お
出
し
く
だ

さ
い
。

日
曜
日
の
臨
時
受
け
入
れ
も
あ
り
ま
す
。

５
月
30
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午

お
問
い
合
わ
せ
は
、
伊
勢
広
域
清
掃
工
場
TEL

（
３
７
）
１
２
１
８
へ
。

●平成11年度予防接種実施医療機関（平成11年4月1日～平成12年3月31日）
玉城町
久瀬医院 佐田415 58-3120

高木内科 野篠704-7 58-6580

玉城病院 佐田881 58-3039

中嶋医院 蚊野2148-8 58-7067

松岡内科医院 田丸134-10 58-3700

伊勢市
足立小児科医院 吹上1丁目6-24 23-0500

伊勢志摩レディスクリニック 黒瀬町671-20 21-0800

海野内科 浦口2丁目2-13 23-1211

神田小児科 河崎1丁目12-12 22-4545

伊勢久藤内科医院 辻久留2丁目10-46 28-8667

慶應義塾大学伊勢慶應病院 常磐2丁目7-28 22-1155

小林胃腸科内科 馬瀬町1007 36-6500

さかとく小児科 小木町曽祢512 31-1511

佐々木小児科 一之木1丁目4-7 24-3816

市立伊勢総合病院 楠部町3038 23-5111

鈴木小児科クリニック 岩渕2丁目8-38 27-2611

高見内科 岡本1丁目4-28 28-3931

積木内科小児科 岡本3丁目6-7 28-3738

徳田内科 倭町156 28-8425

土居医院 古市町173 28-5111

小児科永井医院 八日市場町5-20 28-2010

畠中医院 大湊町862 36-4572

花田小児科医院 中島2丁目6-13 28-5068

浜口医院 神社港263 36-4671

東谷呼吸循環器科 神久5丁目7-56 22-1181

平澤病院 中須町453-1 23-0855

松本医院 神社港20-13 36-4693

山崎外科内科病院 楠部町乙77 22-2218

岩田医院 二俣1丁目4-16 28-5356

小俣町
小林内科医院 本町276 22-1563

東山医院 本町90 22-4309

越智医院 明野726-1 37-2275

林産婦人科 相合471 24-8686

中井クリニック 湯田790-1 22-7767

二見町
二見浦内科 江147 42-1122

度会町
森本医院 棚橋468-1 62-0140 

越智ファミリークリニック 大野木2809-1 62-2255

大宮町（市外局番　05988）
七保診療所 打見116-5 3-2016

下里医院 阿曽1554 6-2112

宮原医院 阿曽2270 6-3555

瀧原診療所 滝原1516-3 6-3122

紀勢町（市外局番　05987）
小林医院 柏野1170 4-1614

小関医院 錦195-6 3-2222

南島町
阿曽浦医院 阿曽浦307 72-1018

古和浦診療所 古和浦93-1 78-0954

吉津医療センター 村山1131-58 76-1707

小島医院 村山1118-6 76-2000

南島病院 東宮字豆方86-1 72-0001

南勢町（市外局番　05996）
田曽診療所 田曽浦4030 9-2064

上田医院 五ケ所浦4025 6-1606

南勢町立病院 五ケ所浦2969 6-0011

御薗村
玉石産婦人科 長屋2049 22-5656

小野循環器科内科 長屋2181 21-0600

山田赤十字病院 高向810 28-2171

大内山村（市外局番　05987）
大野医院 大内山村744-1 2-2012

予防接種医療機関変更のお知らせ
スケジュールどおり予防接種を受けていますか？
受け忘れのないよう、また二重接種のないよう母子手帳と「予防接種と子どもの健康」の冊子を十分確認したうえ
で接種してください。接種できる医療機関が変更になりましたので、伊勢度会管内の関係機関を一覧表にしました。
ご確認いただき、かかりつけの医療機関で接種を実施してください。
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沖縄玉城村発

From Okinawa - Tamagusuku Village

沖縄県玉城村役場　TEL098（948）7111

１月31日、第４回視覚障害者マラソン沖縄大
会が玉城少年自然の家を発着点として、グスク
ロードを舞台に開催されました。
この日は、気温も19度と絶好のマラソン日和
となり、県内外からマラソンとウォークの部に
173人、伴走者202人が出場。さわやかな初春の
風を全身で受けながら、グスク路を全員が完走
しました。会場では、ボランティアの方々の温
かいもてなしで、そばや牛汁、ぜんざいなど2000
食分が選手にふるわまれ、交流を楽しむ場面も
みられました。

両手をあげて完走を喜ぶランナー

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
の
平
成
10
年
度
確
定
保
険

料
と
平
成
11
年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納

付
期
間
は

４
月
１
日
か
ら
５
月
20
日
ま
で
で
す

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
お
早
め
に
申
告
・
納
付

く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
料
率
は
前
年
と
同
率
で
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
一
般
の
事
業
　
１
０
０
０
分
の
11
・
５

▼
農
林
水
産
・
清
酒
製
造
の
事
業

１
０
０
０
分
の
13
・
５

▼
建
設
の
事
業
　
１
０
０
０
分
の
14
・
５

な
お
、
労
災
保
険
料
率
も
前
年
と
同
率
で

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
県
生
活

部
雇
用
保
険
課
TEL
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４

６
９
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

情
報
社
会
の
発
展
、
科
学
技
術
の
普
及
に

伴
い
広
い
階
層
に
わ
た
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

に
興
味
を
持
た
れ
る
方
々
が
増
え
て
き
ま
し

た
。ご

承
知
の
と
お
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
趣

味
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
特
に
青
少
年
の
健

全
育
成
、
科
学
知
識
の
向
上
、
ま
た
災
害
に

お
け
る
通
信
の
確
保
等
、
寄
与
す
る
部
分
が
大

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
料
の
年
度
更
新
の
時
期
が
き
ま
し
た

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
は
資
格
が
必
要
で
す

「
平
成
11
年
度
の
試
験
案
内
」

ラ
ン
ナ
ー
支
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

き
い
と
い
え
ま
す
。

た
だ
し
、
運
用
す
る
た
め
に
は
、
無
線
従
事

者
の
資
格
を
要
し
ま
す
の
で
、
必
ず
国
家
試
験

や
講
習
会
な
ど
で
資
格
を
取
得
し
て
か
ら
運
用

す
る
よ
う
お
願
い
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。

●
平
成
11
年
度
試
験
案
内

名
古
屋
地
区
で
は
、
４
月
以
降
、
第
３
級
が

隔
月
、
第
４
級
が
毎
月
１
回
、
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、（
財
）
日
本

無
線
協
会
東
海
支
部
　
TEL
０
５
２
（
９
５
１
）

２
５
８
９
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
TEL
０

５
２
（
９
５
１
）
２
５
８
１
で
テ
レ
フ
ォ
ン
サ

ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地 域 安 全 の 窓
交差点事故防止シリーズ①
伊勢警察署管内の交通事故の約半数は、交差点または交差点付近で発生して
います。
交差点の正しい通行方法を理解し、実践して、痛ましい交通事故を防止しま
しょう。
●信号機がなく、一時停止標識のある交差点を通行するときは
▼必ず一時停止する
▼左右の安全を十分に確認する
▼交差道路の交通の妨げとなるおそれのあるときは、交差点に進入しない
▼一時停止せずに交差点に進入してくる車両もあるので、速度を落すなど防衛運
転を心がける



心配ごと相談
………4月15日（木）
時間　10：00～15：00
場所　町保健福祉会館

●お問い合わせ先
・・・・町社会福祉協議会

ベビーベッドの
貸し出しについて

生後４ヵ月までのお子さんを対
象にベビーベッドの貸し出しを行
っています。詳しくは保健福祉会
館（TEL 58－8000）までお問い合
わせください。

いきいきほのぼのネットワーク
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今
月
の
表
紙

◎空き缶のポイ捨ては、やめましょう。◎交通ルールを守って無事故のまち。

◆人の動き（平成11年3月1日現在）
●人口　14,307人（－ 6人）
●男　6,999人（+  2人）
●女　7,308人（－ 8人）

●世帯数　4,100世帯（+7世帯）
（ ）は2月1日以降の増減

●玉城町役場　　　　TEL 58ー8200 Fax 58ー4494
・総務課　　　　　　TEL 58ー8200
・税務課　　　　　　TEL 58ー8201
・住民課　　　　　　TEL 58ー8202
・福祉課　　　　　　TEL 58ー8203
・農林課　　　　　　TEL 58ー8204
・建設課　　　　　　TEL 58ー8205
・都市計画課　　　　TEL 58ー8206
・水道課　　　　　　TEL 58ー8207
・下水道課　　　　　TEL 58ー8207
・財政課　　　　　　TEL 58ー8208
・商工振興課　　　　TEL 58ー8209
・出納室　　　　　　TEL 58ー8210
・議会事務局　　　　TEL 58ー8211
・教育総務課　　　　TEL 58ー8212
・社会教育課　　　　TEL 58ー6331

●玉城病院　　　　　　　TEL 58ー3039
●老人保健施設　　　　　TEL 58ー3770
（ケアハイツ玉城）
●保健福祉会館　　　　　TEL 58ー8000
●社会福祉協議会　　　　TEL 58ー6915
●玉城ふれあいの館　　　TEL 58ー8800
●ふるさと味工房　　　　TEL 58ー8686
●夢工房たまき　　　　　TEL 58ー7696
●青少年相談センター　　TEL 58ー4108
●南勢広域斎場　　　　　TEL 28ー5120
●在宅介護支援センター　TEL 58ー8181

休日・夜間当直室　
TEL 58ー8213

ア
ス
ピ
ア
玉
城
に
新
た
な
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間
入
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・
・
。
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ひ
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み
の
日
に
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弁
当
を
持
っ
て
家
族
連
れ
で
出
か
け
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み
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い
、
そ
ん
な
所
で
す
。

美
し
い
木
々
や
花
た
ち
が
み
な
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

乳幼児相談
………4月15日（木）
時間　9：30～15：00
場所　町保健福祉会館
対象　生後2カ月～3歳までの

お子さん
身体計測、離乳食（栄養）や子育
て全般に関する相談
＊母子手帳をお持ちください。

胃がん検診
………4月28日（水）
時間　8：30～10：30
場所　町保健福祉会館
料金　900円
ご希望の方は町保健福祉会館までお申し込み
ください。
前日、夜10時以降の飲食はご遠慮ください。
胃の手術を受けられた方はご遠慮ください。

3歳児健康診査
………4月21日（水）
受付時間　13：00～13：30
場所　町保健福祉会館
対象者　平成７年10月1日から平
成7年11月30日生まれのお子さん
＊該当児には個人通知いたします。

町税納期のお知らせ
町税などの納期は、期限を守って
必ず納めてください。
納期は次のとおりです。

●固定資産税（第1期）
………4月30日（金）

固定資産税の納付書は、納税通
知書とともに１年間分まとめてお
送りします。納期が来たらその都
度納めてください。
なお、口座振込の場合は、納税
通知書および課税明細書をお送り
しますので、税額をご確認のうえ、
振込口座の残高をお確かめくださ
い。

子育てサークル
………4月 6日（火）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さん
と保護者
内容　お母さんたちのフリートー
キング。
お気軽にご参加下さい。

いきいきクラブ
実施日　４月５、12、20、26日
対象　60歳以上（若い方も歓迎しま
す。）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館　健康相談室

町保健福祉会館では、月3～4回、
指体操や簡単なストレッチ体操を行
っています。
健康づくり、友達づくりの場とし
てぜひご活用ください。


